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研究成果の概要（和文）：本研究課題を通して、アチェにおける災害復興や防災教育の過程で、現地の学術研究
機関がこれまで地域住民と外部アクターとの間の相互理解・合意形成における媒介機能を十分に発揮できていな
かったとの仮説を支持する知見が得られた。
また、現地の研究協力者（シャクワラ大学）と共同で実施したテキストマイニング分析等では、外部アクター
（本研究課題では、アチェ・ニアス復興再建庁（BRR）、アジア開発銀行（ADB）、Oxfam Internationalの３者
とした）の取組姿勢には明確な差異がある状況の下、現地の学術研究機関が果たし得る媒介機能の潜在的な有効
性について定量的に検証することができた。

研究成果の概要（英文）：The findings of this research project supported the hypothesis that local 
academic institutions had so far failed to demonstrate the intermediate function in mutual 
understanding and consensus building between local residents and external actors in the process of 
disaster recovery and rehabilitation in Aceh.
The text mining analysis conducted jointly with one of the local academic institutions in Aceh, 
namely Syiah Kuala University, revealed that there had been clear differences in the attitudes of 
external actors: the Reconstruction and Rehabilitation Agency (BRR), the Asian Development Bank 
(ADB), and Oxfam International.
The results of the text mining analysis quantitatively verified the potential effectiveness of the 
intermediate function that local academic institutions in Aceh could have fulfilled at the time of 
rehabilitation and reconstruction.
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究課題では、実際に現地の学術研究機関と国際共同研究の枠組みを作り、災害復興等の過程で現地の学術研
究機関が果たし得る媒介機能について、フィールド調査を通した実証的な分析を実施した。
アチェの災害復興・防災教育に関する研究において、調査データに対してテキストマイニング分析や構造方程式
モデリングといった定量的アプローチ（多変量解析）を用いた例はこれまでにほとんどなく、本研究がアチェの
災害復興に関する定量的なエビデンスの提供、及び、エビデンスに基づく政策形成（evidence-based policy 
making）の実現に向けた新展開に対し、多大な貢献を果たすことができたものと思料される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 

１．研究開始当初の背景 

2004 年に発生したスマトラ島沖地震・インド洋大津波により、インドネシア・アチェ州では

死者・行方不明者が 20 万人規模に及ぶ未曾有の被害を受けた。発災直後から、国連機関や各国

ドナー、国際 NGO 等が積極的に援助を行い、現在までに災害復興は一定程度進んだとされてい

るが、その復興過程については十分な検証が求められている。また、2015 年に第３回国連防災

世界会議で採択された仙台防災枠組では、災害リスクの理解を優先行動の１つに掲げ、災害リス

ク情報等の入手可能性の向上をグローバルターゲットの１つに位置付けている。加えて、災害の

記憶をとどめ、風化を防ぐためには、防災教育の充実が不可欠であり、こうした背景の下、現地

の大学（シャクワラ大学）や 2009 年に開館したアチェ津波博物館（Museum Tsunami Aceh）の貢

献可能性に対しては、高い関心が寄せられている。さらに、近年、津波シミュレーションに基づ

く科学的な事前復興計画（発災時を想定し策定した、被害最小化につながる地域計画）について

も研究が進められているが、今後、当該計画を円滑に実施するにあたり、地域住民の理解、合意

を如何に得るかが大きな課題とされている。 

２．研究の目的 

本研究は、2004 年のスマトラ島沖地震・インド洋大津波により未曾有の被害を受けたインド

ネシア・アチェ州をフィールドに、災害復興や防災教育の過程において現地の学術研究機関が果

たし得る地域住民と外部アクター等との間の相互理解・合意形成における媒介機能について解

明するべく、海外の研究協力者（シャクワラ大学など）と連携して実証的な分析を実施するとと

もに、事前復興計画の円滑な推進等に向けた関係主体間における合意形成のためのロードマッ

プを作成し、その中で現地の学術研究機関が基幹的な役割を果たすための媒介機能の社会実装

を企図した政策提言を行うことを目的とする。 

３．研究の方法 

現地（アチェ）での情報収集、事前準備を十分に行った後、災害復興や防災教育の過程におい

て現地の学術研究機関が果たし得る媒介機能について解明するべく、有識者ヒアリング、新聞記

事やインターネット上のテキストデータを対象としたテキストマイニング分析、より発展的な

多変量解析の手法である構造方程式モデリング（SEM）を採用したアンケート調査を実施する。

これらの結果を基に、関係主体間の意識構造、各因子間の因果関係等を明確化、見える化する。

研究成果については、アチェで開催される国際会議（AIWEST）等において発表を行い、世界に

向けて広く発信する。 

４．研究成果 

本研究課題を通して、アチェにおける災害復興や防災教育の過程で、現地の学術研究機関がこ

れまで地域住民と外部アクターとの間の相互理解・合意形成における媒介機能を十分に発揮で

きていなかったとの仮説を支持する知見が得られた。また、現地の研究協力者（シャクワラ大学）

と共同で実施したテキストマイニング分析等では、外部アクター（本研究課題では、アチェ・ニ

アス復興再建庁（BRR）、アジア開発銀行（ADB）、Oxfam International の３者とした）の取組姿

勢には明確な差異がある状況の下、現地の学術研究機関が果たし得る媒介機能の潜在的な有効

性について定量的に検証することができた。 



図-1 テキストマイニング分析（対応分析）の結果 

また、2020年7月から10月にかけてシャクワラ大学で実施されたアンケート調査のデータを

基に回帰分析を行ったところ、現地の学術研究機関が果たす媒介機能と住民の災害復興に対

する総合的な満足度との間に関係があることが示された。 

表-1 アンケート調査における回帰分析の結果 
 B (SE) VIF 

(Constant) .770† (.447)  
BRR .480** (.100) 1.070 

Local academic institutions .276** (.084) 1.070 
N 108 

Adjusted R2 .286 
** p < .01, † p < .1 

さらに、因子分析・構造方程式モデリング（SEM）の結果からは、現地の学術研究機関が果

たす媒介機能について議論する上で、「地域性（Regionality）」が重要な意味を持つ可能性も示

唆された。他の因子である「国際性（Internationality）」との相関も含め、更なる研究が必要で

あるものと思料される。 

今後、インドネシアにおいて媒介機能の社会実装を企図した政策提言を行うにあたり、アチ

ェ以外の地域でも同様の調査研究を実施して、より一般的・普遍的な知見を得るとともに、

現地の複数の学術研究機関（これまでのシャクワラ大学に加え、バンドン工科大学、ガジャ

マダ大学、インドネシア大学）と幅広く連携することで、より実効性のある政策提言の実現

に繋げることが望ましいと考え、前年度応募を行った。当該研究課題は、基盤研究(B)「イン

ドネシアにおける災害復興で現地の学術研究機関が果たす媒介機能の活用に向けて」【研究期

間：2021年4月〜2025年3月】として採択された。引き続き、インドネシアにおける災害復興

（就中、現地の学術研究機関が果たし得る媒介機能）に関する定量的なエビデンスの提供、

及び「エビデンスに基づく政策形成（evidence-based policy making）」の実現に向けて、研究を

進める所存である。 

  



 

 

図-2 アンケート調査における因子分析の結果 

 
図-3 アンケート調査における構造方程式モデリングの結果 
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